
（別紙３）

～ 2025年12月25日

（対象者数） 15家族 （回答者数） 9家族

～ 2025年12月25日

（対象者数） 3名 （回答者数） ３名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

自分で決める、自信をもって行動できるための方法を可能 な

限り標準化（言語化）し、子ども達が他の場所や将来の生 活

で実践できるよう努めます

2

支援方法をより多くの子どもを対象に、また多くの支援者が

取り組めるようにすること（標準化）と並行して、ひまわり

園内の実践においてはひとり一人の子どもを理解することが

その礎となることを踏まえ続けます。

3
記録～振り返り～次の支援方法の検討を日々繰り返すこと

で、より良い個別支援計画が提案できるように努めます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ひまわり園にて地域のお子さんと交流する機会を計画中で

す。

2

①交流会の内容や日程について保護者の方にも意見を伺いな

がら検討していきます。

②日々のやり取りやモニタリングで困りごとを汲み取り、各

職員が自身の解釈を出し合い深め、ご家族に支援方法を提案

します。

きょうだい児が交流できる機会を計画中です。

3

長期休み前などには子どもたちの意見を聞きながらプログラ

ムを工夫していきます。

放課後の集団活動の提供を工夫します。

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会がありますか。

地域の社会資源としての役割と照らして検討してきました。利

用児の傾向を踏まえ交流の機会に慎重になっていた面もありま

す。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者

同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい

るか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょ

うだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支

援がされていますか。

①年に一回計画している保護者交流会では、多くの人が参加で

きる時間等の設定で苦慮しています。

保護者会として組織化する場合に保護者の負担が増すこと

が考えられます。

②きょうだいを含めた家族の状況について広く捉え、深く解釈

する力量が足りなかった。

事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されている

と思いますか。

定番と新規の活動プログラムについて、意義を見直す視点が欠

けていた。

行動の困難さを持つ（持ちやすい特性のある）お子さんへの支

援方法について、個別の実践（事業所内）と支援方法の共有

（事業所外、保護者、関係者など）に努めている事業所です。

これまでの実践を通して効果を確認できている支援方法につい

て、内部研修、事例検討会、個別支援計画への反映（個別の実

践）、外部への支援方法共有（支援会議、訪問支援事業などの

活用）に努めています。

個別支援計画（放課後等デイサービス計画）を大切にしている

事業所です。

法人内のあらゆる事業において、個別の支援方法を言語化する

取り組みを日常業務として行ってきた経緯があります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

子どもが自分の判断に自信を持ち、自己決定の経験を積めるよ

う支援方法を常に検討している事業所です。

発達段階や特性に適った自己決定の方法（個別の仕組み、空間

や時間の構造化、等）を日々検討し、実践し、経過と結果を次

回に活かすように努めています。

○事業所名 社会福祉法人小諸学舎　小諸市児童発達支援センター　小諸市　ひまわり園　(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間 2025年12月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年1月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


